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受注高

約25億円

予算比 100.4％
前年比 104.9％

■商品利用の推進■

■共済事業■

上期実績

248件

予算 296件
達成率 83.8％

■配送コース別損益状況■

■組合員拡大・脱退■

加入

3,250名

予算比 106.7％
前年比 106.9％

■オンラインパル登録■

■一人当受注高■ ■一人当たり利用点数■

■受注高■
＊センター別受注高＊

1,726,525千円

776,718千円

・予算比 100.9%
・前年比 103.4%

・予算比 99.3%
・前年比 108.3%

すすめたい事業

・予算に対し約970万円超過、前年を約1億2,000万円上回り終了しました。

上期
受注高

5，432円

予算比101.8％
前年比100.8％

１人当たり
利用点数

12.1点

前年 12.6点
前年差-0.5点

5,722円

4,882円

・前年比 100.6％
・+33円

・前年比 101.6％
＋７９円

◆富士センター

◆袋井センター

◆富士センター

◆袋井センター

既存組合員へ毎月1回定期的にネット登録推
進チラシを配布し、上期有効登録率76.8％
まで高めることができています。

パルくる便新規登録数合計1,305件(富士
756件、袋井549件)と期首より5.0％伸
ばし、登録率60.9％まで押し上げること
ができました。

脱退

1,904名

予算比 114.1％
前年比 104.7％

・一方脱退は新型コロナ５類移行によりライトユー
ザーと思われる層の利用離れが加速。

・加入は５月以降５ヶ月連続の超過達成。

お一人あたりの平均受注金額が計画を上回りました。
昨年秋から続く商品価格の値上げにより一人当利用点数
は大きく落ち込みました。

◆富士センター

実績 142件
◆袋井センター

実績 106件

-48件の未達成

・今年度は大幅に情報数が減少し、248件(予算比
83.8％)で終了しました。

・専任共済担当者によるおすすめは、81件、早期加
入率2.4％となっています。

※予算差＋203名 ※組合員登録人数
43,200名

12.7点

１１．０点

・前年比 95.7％

◆富士センター

・前年比 96.7％

◆袋井センター

■パルシステムグループ内の連帯■

パルシステム神奈川・パルシステム山梨 長野との連帯を深め
るため、「単独商品連携」「組合員拡大連携」「供給系交流」3部
会を行っています。

事業面の取り組みでは、「富士山ブロック限定2023年冬のご
当地ギフト」の取扱いが決定、準備を開始しました。

・限定的な冬ギフト
・拡大職員対象の合同商品学習会
・合同戸別大会の開催
・新入協交流会の開催
・3生協の理事間交流

下記は今年度実施に向けて順調に準備を進めています。

■電力事業■

・パルシステムでんき 保有件数647件（期首比-21件）

①電力市場価格の高騰
②大手電力会社の価格改定（容量拠出金、託送料金）

パルシステムでんきも2024年4月検針分から
の料金改定が避けられない状況です。



①受注予算、拡大予算、利用人数予算の達成と経常剰余予算達成

②脱退抑止及び組合員の利用定着

③袋井センターエリア効率改善

④人材確保と労働条件の継続的な改善

⑤機関運営ガイドライン、第５期中期３カ年計画方針の策定など

■全体の下期重要課題■

■第5次中期３か年方針と機関運営ガイドラインの策定■

■労働環境の改善■

■経常剰余金■

経常剰余金

1,885万円

予算を約3,343万
円のプラスで終了

■ぱる活動■

ひろげたい活動

■生活困窮者支援■

■テーマ活動■

登録人数 60名 （稼働率70.4％）

延べ203名参加

オンライン学習チーム

商品モニターチーム

商品開発チーム

6名

48名

6名

（前年比 33.0％）

（平均稼働率70.4％）

登録メンバーへ合計10
企画を案内、延べ5名が
参加しました。

毎月1回商品をご案内、上
期は6商品、延べ203名
が参加しました。

全3回の座談会形式、上期
で２回開催、「産直たまごの
玉子どうふ」のリニューアル
を進めています。

＊食べる（食） ＊ささえる（福祉）

＊きりかえる（環境） ＊わかりあう（平和）

＊つくる（産直）

政策課題に沿った「テーマ活動」を合計14企画開催し、延べ390名が参加しました。

つくりたい組織

2023年度上半期の経常剰余金は1,885
万円と、当初の予算を約3,343万円上回
り黒字で終了しました。

・供給高：実績 2,480,770千円（予算比 100.7％、前年比104.4％）

・事業総剰余金：664,909千円（予算比 99.6％、前年比104.1％）

・人件費：149,190千円（予算比 91.1％、前年比101.0％％）

・物件費：402,079千円（予算比 96.2％、前年比103.8％）

・事業経費計：648,246千円（予算比 95.0％、前年比104.3％）

【9月末実績】

事業経費は予算比95.0％（人件費/
予算比91.1％ 物件費/予算比
96.1％）となりました。

最低賃金の引き上げや残業抑制取り組み、育児休業及び法定有給取得の推奨に取り組みました。

第5次中期３か年方針と機関運営ガイドラインの作成に向けタスクチームを立ち上げ、9月より検討を開始しました。
策定に向けた論議を進行中、年度内に答申に向けて検討作業を進めています。

地域団体とともにゲノム編集
表示について行政へはたらき
かけを進めたほか、食をめぐ
る課題を学ぶ映画や学習会４
企画を開催し、合計144名が
参加しました。

くらしに役立つ活動（健康活
動・ライフプランニング）や、
福祉的な課題について学ぶ
企画を6画を開催し、合計
151名が参加しました。

・NPO法人POPOLOが島田
市より受託した事業「しまだ
夏休み子ども食糧支援事業」
へ産直小麦のホットケーキ
ミックス460個を寄贈しまし
た。

7/19（水）「産直小麦の
ホットケーキミックス寄贈」

4/25（火）フードバンクふじのくに
へ寄贈

・パルシステム予備青果提供の仕組み
を活用し合計700kg支援しました。

（内訳）
・NPO法人青少年就労支援ネッ トワーク静岡
合計600kg）
・シングルペアレント101
合計100kg

・お料理セットの余剰食材（冷
凍パイシート）を子ども食堂
へ寄贈しました。

6/7（水）「大人が愉しむ♪ハニーレモン梅シロップづくり」 5/20（土）けん玉で遊ぼう

組合員活動参加者へ
３Rの取り組みを伝えま
した。

9/23（土）防災講座で伝える様子 8/24（木）学芸員から第五福竜丸の話を聞こう！

戦争や核兵器のない社会づ
くりをめざすため、「原水爆
静岡県平和行進」へ役職員
4名が参加しました。

4/29（土）お茶摘み体験in掛川

産直産地との交流企画を2企画を開
催し、合計49名が参加しました。

コロナ禍明けの状況や商品値上げ、
人件費の上昇等余談を許さない状況
が続いています。

（内訳）
・NPO法人青少年就労支援ネットワーク静岡
・島田市社会福祉協議会
・一般社団法人おたまちゃん食堂

■第10期理事会体制の発足■

6月の第18回通常総代会より新役員体制がスタート
外部より新たに専務理事を迎えるとともに、2名の新任理事、1名の新任監事がメンバーに加わりました。


